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CAI9-9が 高値 を示 した腎盂 腫瘍 の1例
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   A case of left renal pelvic cancer with a high level of serum  CA19-9 is reported. Radiological 
examination showed a left renal pelvic cancer with lymph node metastasis, but did not reveal any 
tumors producing CA19-9 in any other organs. Chemotherapy was performed in addition to left total 
nephroureterectomy. The serum level of CA19-9 decreased to the normal range within three weeks 
after the operation. Immunohistochemical examination demonstrated that CA19-9 might have been 

produced from the tumor cells themselves in this case. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  44: 653-656, 1998) 

Key  words  : Renal pelvic cancer, Serum CA19-9, Immunohistochemistry

緒 言

Carbohydrateantigenl9-9(以 下CAI9-9)は

Koprowskiら が 作 製 した ヒ ト大腸癌 に対す るモ ノク

ローナル抗体 により認識 される癌 関連抗原である.一

般 には消化器癌,特 に膵 胆道系 の癌において特異的

に高値 をとることが知 られてお り,腫 瘍マーカーとし

て用いられている.一 方,泌 尿器科領域 の悪性腫瘍 を

代表す る移行上皮癌 には特異 的なマーカーは認め られ

てお らず,そ の術後の経過観察 には各種画像検査,内

視鏡検査が必要 であ る.今 回 われ われ は血中CAI9-9

値 が高値 を示 し,術 後の経過 とと もに正常化 した腎孟

腫瘍の1例 を経験 したので報告す る.

症 例

患者:56歳,男 性

主訴=左 腰背部痛

既往歴 家族歴:特 記すべ きことな し

現病歴lI995年5月 左腰背部痛で近医を受診 した と

ころ,血 液検査 でCA19-9が 高 値 を示 した ため精査

目的 にて当院消化 器内科 に紹介 となる.諸 検 査の結

果,膵 臓,消 化 管 に異常 は認 め られなか ったが,CT

で左腎に腫瘍性病変を認めたため,当 科紹介となる.

入院時現症:体 格中等度,栄 養状態良好.胸 部理学

的所見に異常を認めず.腹 部理学的所見で左腰背部の

軽度の痛みがみられた.

入院時検査所見;血 液一般 生化学検査では軽度の

腎機能障害(Cr':1.3mg/dl)を 認める以外 に異常は

認め られなかった.CAI9-9は299U/ml(正 常値37

以下)と 異常高値を示 していた.そ の他の腫瘍マー

カーに異常 は認 められなかった.尿 細胞診 は陽性

(classV)で あった.

画像検査所見:排 泄性腎孟造影では左腎よりの造影

剤の排泄はなく,逆 行性腎孟造影で腎孟 腎杯の変

形,陰 影欠損が認められた(Fig.1).CTで は腫瘍性

に腫大 した左腎が認められた.ま た左腎門部のリンパ

節腫大 も認められ,腫 瘍の リンパ節転移が疑われた

(Fig.2).血 管造影では腫瘍は左腎動脈,腎 被膜動脈

を栄養動脈としていたが全体的に血管陰影には乏 し

かった.膀 胱鏡検査では膀胱内に異常 は認められな

かった.

入院後経過:CAI9-9産 生腎孟腫瘍の診断のもとに

1995年7月7日 左腎 ・尿管全摘除術,腎 門部 大動脈

周囲のリンパ節郭清術 を施行 した.術 前のCT検 査
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で認 められたように,左 腎門部 のリンパ節 は腫 大 して

いたが周囲組織 との剥離 は可能で あ り,肉 眼的に残存

リンパ節 は認 められなかった.病 理組織検査で腫瘍 は

移行上皮癌〉扁平上皮癌である ことが明 らかとなった

(Fig.3A),な お 抗CAI9-9抗 体 を用いた免疫組織 染

色検 査(ABC法)に お いて,切 除標本内 には この染

色法 で陽性 を示す腫瘍細胞が認め られた(Fig.3B).

リ ンパ節に も一部転移を示す腫瘍細胞が認め られた

ため,術 後 に化学療法(MEC療 法;メ ソ トレキサ ー

ト,ピ ラル ビシ ン,シ スプラチ ン)を 行 った.術 前 に

高値 を示 したCA19-9は 術 後18日 目に30U/m1と 正

常に復 した(Fig.4).現 在 術後2年2カ 月 にな り,外
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来経過観 察中で あ るがCAI9-9値 に異常 は認 め られ

ていない.

考 察

現在のところ前立腺,精 巣腫瘍 を除いた泌尿器科領

域の腫瘍に有用 なマーカーは見いだされていない.

CAI9-9は 一般に膵 ・胆道系の腫瘍マーカーとして特

に有用とされ広 く用いられている.石 井ら1)はCAl9-

9の 免疫組織学的検索を行い,移 行上皮癌が非腫瘍組

織(正 常移行上皮)に 比 し(8%),有 意に高い陽性

率(58%)が 認められることを報告 している.こ れは

膵癌の86%,胆 嚢癌の40%と 比較しても高い数字であ

る.し かしなが らCAI9-9の 組織内産生が移行上皮

癌でもこれほど高率に行なわれている可能性があるに

もかかわらず,日 常の臨床において膀胱癌や腎孟 ・尿

管癌にそれほど頻繁に正常値をこえる例を経験するこ

とはない.し たがって組織内のCAI9-9の 産生が血

中のそれの上昇に直接反映していないことが推察 され

る。移行上皮癌 と血中CAI9-9濃 度の関係 には必ず
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Fig4.SequentialchangeofCA19-9isshowninthefigure.Thevalueof

CAI9-9normalizedwithinthreeweeksafteroperation.

しも一定の見解 は見 られず,石 井 らの検討に よると血

中CA19-9は ス テージの進行 に比例 して有意 にその

値が上昇 してい くと報告 しているが,逆 に黒 川2)ら は

移行上皮癌 の血 中CA19-9濃 度 は対照 群 に比 して上

昇 しないことを報告 している.こ れ まで に腎孟 ・尿管

の移行 上皮癌 で血 中CAI9-9値 が正 常域 を こえ,し

か も臨床経過 と一致 して変動 した報告例 はわずかに散

見 され るのみであ る3'5)が,い ず れ も進行癌で ある.

本 症例 もリンパ節転移 を伴 った進行例 であることを考

えると,あ る段 階まで進行 した移行上皮癌で はじめて

血 中の正常値 をこえるのではないか と推察 され る.近

年 瀬川 らはCA19-9産 生 尿 路上皮腫 瘍 の本邦報告例

20例 を報告 して いる6)そ れによる と症例の大半 に外

科 的治療が施 され,同 時 に化学療 法 も6例 行 ってお

り,CAI9-9が マ ーカーと して利用 されていた もの と

推察 される.ま た能登7)ら は尿 中CAI9-9値 について

マ ーカーと しての有用性 を述べ てお り,カ ッ トオフ値

の問題 はあ るものの血中 よ りも鋭敏 に腫瘍 の存在 を高

分化の癌 において も検索で きうる と指摘 している.

一 般 にCAI9-9は 膵 一胆 道系 の腫 瘍で 産生が認 め

られる ものではあるが,正 常の膵組織 にも微量 なが ら

存在 してお り,な ん らかの閉塞機転 や炎症に よっても

上昇するこ とが知 られて いる.ま た近 年大塩 ら8)は 正

常腎 の近位 遠位 尿細 管 腎孟粘 膜 に もCA19-9が

存 在 して いる こ とを証 明 してお り,伊 藤 ら9),中 原

らlo)は 水 腎症 が高CAI9-9血 症 を きたす こ とを報告

し,腎 孟粘 膜 のCAI9-9産 生 を免疫組織 学 的に証明

している.こ の ように尿路系の非腫瘍性病変で も異常

値 をとるこ とがあるので,CAI9-9高 値 の検索 を行 う

場合には十分な注意が必要 と思われる.今 回のわれわ

れの示 した症例 は免疫組織学的 に腫瘍 細胞 内 に

CA19-9の 存在を示 し,術 後正常化を示 したことから

腫瘍自身がCAI9-9を 産生 したことが示唆された.

結 語

血清CAI9-9値 が 高値 を示 した腎孟 腫瘍 を経 験 し

た.CAI9-9は 術 後にすみやかに正常 に復 し,腫 瘍細

胞 にCAI9-9が 証 明 されたこ とよ り,CAI9-9産 生 腎

孟腫瘍である と思われた.こ のような症例で は術 後モ

ニ タ リングにCAI9-9は 非 常 に有用 であ る.尿 路系

悪性腫瘍で も一度 は測定す る価値が あると思 われ る.
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